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当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

技術の概要

期待される効果

通常の水揚げダモに装着可

ギンザケの生食向け利用を拡大するためには、水揚げ時の活締
めが不可欠です。しかし、活締め作業に手間がかかっていました。
電気ダモで沈静化することにより、作業効率を大幅に向上させる
ことが出来ました。
・作業効率：2.01→1.22秒/尾 （約4割向上）
・作業員数：5名→4.5名
こん棒の作業員が延髄切断作業にも従事可能
電気刺激による骨折率も0.05％以下に抑制できました。

ギンザケの髙鮮度水揚げを行うための活締め作業を効率化
するために、ギンザケ用の電気ダモを開発しました。


